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　わが国の団体交渉を全国的規模で統一的なものとし
たいわゆる春闘は，約IO年間のつみ上げの中で一定の
形式と基準とを持つにいたった。この形式化それ自体
は，わが国の労働組合運動を支えている企業別組合
が，「会社組合」的体質を克服するための1つの過渡
的形態として評価することができるものであり，他律
的な規制による労働組合の内部規律の強化という意味
を持っていたと考えることができる。現代の労働組合
が国民経済の全領域をその機能の範囲内に収めなけれ
ばならなくなった歴史的条件は，わが国の場合，この
形式による個別組合の全体への追従によって達成され
るものとして整えられたのであった。したがって，春
闘の発展は，わが国における産業別交渉の形成過程と
してひとまず規定することが可能である。
　しかしながら，運動が形式上の規律によって麦えら
れていることは，当然の結果として運動目標の発展を
困難にし，固定して行く。運動の環境の変化に対する
対応が，運動それ自身によっては作り出されないとい
う致命的な欠陥となってそれは現われる。春闘の今日
までの経過は，わが国の経済的拡張が恒常的に労働需
要を増加せしめてぎたという客観的条件によって，こ
の欠陥を破局的な形態では現出せしめなかったが，た
とえば石炭産業のように，全体としての経済的発展か
ら脱落した産業分野では，春闘がそれを効果的には組
織できないという状態が見られたのである。言いかえ
れば，春闘は経済の「高度成長」によってはじめて可
能だったのであり，それを与件とするものであった，
と考えられる。そのことは，春闘が団体交渉の組織化
としては極めて不完全なものであったことを物語る。
　その具体的指標は，いわゆる春闘相場が，妥結条件
の平準化を通じてわが国の賃金水準の平準化をもたら
したにもかかわらず，それは企業間競争に媒介される
ことによってはじめて具体化することができた点であ
り，この競争関係の変容がそのまま賃金水準に動揺を
もた、らすものとしてしか考えられず，労働組合による
規制がそれの独自的機能としてはかなり弱いものであ
ることは明らかである。競争関係の変容は，経済成長
の鈍化という形でも，また企業集中の進行という形で
も，あるいはまた国際経済における競争の反映の結果
としても，容易にひき起さ．れるもめであり，’むしろ高
度成長過程こそが例外的な環境であったと言わねばな
らない（春闘は，高度成長が相当激しい企業間競争を
ともなっていることをその条件としているから，一般
的な経済成長はそれにとって充分な条件ではないこと
を認識すべきである）。
　最近の労使関係の再編成の方向は，このような春闘
の欠陥を部分的にせよ露呈しつつあると思われる。た
とえば企業集中によって既存の競争関係に変容がもた
らされると，それが直ちに労使関係に動揺を与える例
は，単にナショナル・センター間の対立が意識的に持
ち込まれることだけが原因ではない。あるいは，産業
別労使協議制が団体交渉との関連を明確に規定される
ことなく導入され，それが労働組合の日常的活動にと
ってむしろ内的規律の強化，すなわち労働組合の官僚
機構化と結びつく傾向にも，別の形での現象を見るこ
とができる。これらは，春闘を批判的に克服し，春闘
の中で一定の限界を持ちながらもすすめられていた企
業別組合からの脱皮を促進するものとしてではなく，
春闘における企業別組合の抑止的効果を拡大・定着さ
せる働らきをするものと考えられる。
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